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【学校教育目標】ふるさとを愛し 意欲的に学び やさしい心をもち 根気強く努力する 子どもの育成  

【教育活動のキーワード】 「チャレンジ」×「コミュニケーション」 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学年を越えてつないだ「絆」の縄 
 １月 21日（水）大縄大会が行われ、大雪の中、体育館に元気な掛け声が響き渡りました。 

 練習が始まった当初、体格も運動能力も異なる異年齢の集団で８の字跳びを行うのは、決して簡

単なことではありませんでした。高速で回る縄を怖がる１年生やどう声を掛けていいか戸惑う高学

年の姿がありました。練習を重ねるうちに、素敵な光景があちこちで見られるようになりました。 

 

 ６年生を中心とした高学年が、１年生が跳びやすいように縄の回し方をゆっくりにし、腰を落と

して「せーの！」と優しく背中を押してあげていました。また、縄に引っかかって落ち込む低学年

に、「大丈夫、今の惜しかったよ！」と励ます姿もありました。高学年が自分の記録以上に「下級生

に跳ばせてあげたい」という思いで動く姿は、まさに学校のリーダーとして頼もしいものでした。 

 低学年の子どもたちにとっても、この大会は大きな成長の機会となりました。目の前でリズムよ

く跳び、縄を抜けていく高学年の姿は、彼らにとって憧れだったこと思います。「高学年みたいに格

好よく跳びたい！」という憧れが、練習への集中力を高めました。本番では、高学年の背中を必死

に追いかけ、一生懸命に縄へ跳び込む低学年の姿がありました。学年の枠を越え、絆でつながった

一体感を味わえました。 

 寒い中、温かなご声援を送ってくださいました保護者の皆様、地域の皆様、本当にありがとうご

ざいました。 

 

 
 

  

 
 

 

 令和８年２月２日発行 

保護者の感想 

○ 跳ぶタイミングをはかるのに高学年の子が低学年の子の背中を押す様子にぐっときました。 

○ 高学年が盛り上げたり指示したり、サポートしたり頼もしかった。苦手な子も最後まで諦めずに

頑張っていた。 

○ 失敗しても責めることなく、雰囲気が温かくて良かった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付 曜日 行事・取組 日付 曜日 行事・取組 

２ 月 通級参観（～27日） 
14 土 

授業参観、ＰＴＡ年度末総会 

４ 水 学校集会 学級懇談会、下校 14:40 

５ 木 

ALT（１年生、３年生）、２校時：３ 16 月 振替休業日 

年ゲストティーチャー ５校時授業 
18 水 

児童集会 家庭学習チャレンジ週間 

下校 14:15 （～3/4） 

６ 金 委員会 20 金 クラブ 

７ 土 土曜お楽しみ会（雪遊び） 21 土 土曜お楽しみ会（料理教室） 

10 火 ５校時：３年ゲストティーチャー 
24 火 

２年生校外学習（日本・モンゴル民 

13 金 アートフェスタ（～24日） 族博物館） 

３月の主な行事予定 27 金 ６年生を送る会 

19日（木） 給食最終  23日（月） 卒業証書授与式  24日（火） 修了式 
 

主な行事予定 
 

ようこそ、未来の１年生！ 
 立春を控え、春の訪れが待ち遠しい季節となりました。１月 27日（火）に、来年度入学予定の

園児たちを小学校に招いて「体験入学」を開催しました。ランチルームで集合した後、図書室を見

学しました。ずらりと並んだたくさんの本を前に、子どもたちは目をキラキラさせて興味津々の

様子でした。授業体験では、現１年生が鉛筆の持ち方や線の書き方を教えてくれて、「お兄さん・

お姉さん」として大活躍しました。一年前は迎えられる側だった１年生が今では頼もしく教える

姿に、この一年の大きな成長を感じるひとときとなりました。 

 

 

 

 

 

 午後からは、保護者を対象とした入学説明会を行いました。学校経営方針や学習・生活のルール

のほか、保健関係の内容をお伝えいたしました。保護者の皆様が熱心に耳を傾けてくださる姿に、

お子様への深い愛情と、学校への期待を感じ、身の引き締まる思いです。 

 説明会の後は、家庭教育委員会の方と京丹後市生涯学習課の方にお世話になり、「親のための応

援塾」を実施しました。アイスブレイクで気持ちをほぐしてから、グループに分かれたフリートー

クが行われました。どのグループも「あるある！」と共感の輪が広がり、笑い声の絶えない温かな

時間となりました。 

 ４月の入学式まであとわずか。教職員・在校生一同、新１年生の皆さんが元気に登校してくる日

を心待ちにしています。 

 

専門家に学ぶ食の知恵 
 中学校の栄養教諭、土出先生をお招きし、食育指導を行

いました。低学年は「おはし名人」。正しい箸の持ち方を

練習しました。「つかめた！」と喜ぶ姿が見られ、食事の

マナーへの意識が高まりました。中学年は、「給食ができ

るまで」。調理の工夫や苦労を学びました。 

感謝して食べようという気持ちを新たにし 

ました。高学年は「だしについて」。和食 

の基本である「だし」の旨味を体感しまし 

た。五感を使って、日本の食文化の奥深さ 

を学びました。 

 専門的なお話を聞き、食への感謝と興味が一段と深まっ

た貴重な時間となりました。 

ありがとうを伝えよう「給食感謝の会」 
 毎日おいしい給食を作ってくださる調理員

さんへ、感謝を伝える会を開きました。 

 代表児童によるお礼の言葉とともに、全校児

童で作成したメッセージを贈呈しました。改め

て食への感謝を深める機会となりました。これ

からも感謝の気持ちを忘れず、毎日の給食を大

切にいただきます。 

 

 

 


